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  （百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

25年３月期第２四半期  1,833  △2.1 306 △44.4  302  △44.8  210  △40.1

24年３月期第２四半期  1,872  △3.8 551 15.6  547  15.8  352  △58.4

  
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

25年３月期第２四半期  2,143.34  2,133.05

24年３月期第２四半期  3,581.04  3,573.02

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

25年３月期第２四半期  8,809 7,666  86.8  77,877.46

24年３月期  9,329 8,095  86.6  82,230.44

（参考）自己資本 25年３月期第２四半期 7,643百万円   24年３月期 8,082百万円 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

24年３月期  － 0.00 － 3,000.00  3,000.00

25年３月期  － 0.00       

25年３月期（予想）     － 2,000.00  2,000.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

３．平成25年３月期の業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  4,432  9.4  618  △41.9  623 △41.9  405  △40.4  4,115.73

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無



※  注記事項 

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                  ： 無

③  会計上の見積りの変更                    ： 有

④  修正再表示                              ： 無

（注）詳細は添付資料Ｐ.「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見積りの

変更・修正再表示」をご覧ください。

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年３月期２Ｑ 98,445株 24年３月期 98,444株

②  期末自己株式数 25年３月期２Ｑ －株 24年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期２Ｑ 98,444株 24年３月期２Ｑ 98,444株

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外でありますが、この四半

期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きが完了しております。

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予

想に関する事項は、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情報」をご

覧ください。
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、緩やかながら東日本大震災の復興需要等を背景として、一部に持

ち直しの動きが見られたものの、長引く円高や欧州の政府債務危機等による欧米経済の先行きへの懸念などから、

雇用・所得環境は改善しないまま、個人消費が伸び悩む厳しい状況が続くこととなりました。 

 医薬品業界におきましても、後発品の普及促進、長期収載品の薬価引き下げ等の医療費抑制政策により引き続き

厳しい状況にあり、新薬開発が一層重要な課題となっております。 

 このような状況のもと、当社は製品価値の最大化に向けた販路の再構築や眼科・皮膚科領域における新薬の創出

を目指し、積極的に事業活動に取り組みました。 
  
 当第２四半期累計期間の売上高は、1,833百万円（前年同期比2.1％減）となりました。 

 利益面におきましては、ロイヤリティ収入の減少等により売上総利益率が減少した他、ドライアイ治療薬（開発

コード：RU-101）の米国における治験準備やアトピー性皮膚炎治療薬（開発コード：RTU-1096）の非臨床試験を積

極的に取り組んだことによる研究開発費の増加に伴い、営業利益306百万円（同44.4％減）、経常利益302百万円

（同44.8％減）、四半期純利益210百万円（同40.1％減）となりました。 
  
 事業部門別の状況は次のとおりであります。 
  
（レスキュラ®点眼液） 

＜日本市場＞  

当社の主力商品であるレスキュラ®点眼液は、製品価値の最大化に向け、販売先との共同プロモーションに注力 

し、次の施策を行っております。 

①緑内障の早期発見を目指して眼科医を対象に眼底読影勉強会を積極的に開催するとともに、製品説明会等を通

じ、レスキュラ®点眼液の販売促進活動を行う 

②学会セミナーの開催や講演会記録集等の作成により製品特性等の情報提供を活発に行い、レスキュラ®点眼液 

 の認知度向上・普及促進活動に取り組む 

上記①、②の施策により、処方数の減少に歯止めがかかってきている傾向が見られるものの、薬価改定（前年同

期比5.6％減）等の影響を受け、当第２四半期累計期間の売上高は657百万円（同17.4％減）となりました。 
  
＜北米市場＞  

Sucampo AG（以下、SAG社）が米国での再上市を目的として、レスキュラ®点眼液の添付文書の記載内容の変更に

ついて米国食品医薬品局（FDA）と交渉中であり、当社は当期中の売上を見込んでおります。  
   

（AMITIZA®カプセル） 

 ＜北米市場＞ 

 当社は米国のSucampo Pharma Americas,Inc.社（以下SPA社）との北米地域における独占的製造供給契約に基づ 

き、慢性特発性便秘症及び便秘型過敏性腸症候群治療薬の受託製造を行っており、当第２四半期累計期間の売上高

は、前年並みの1,080百万円（前年同期比3.9％増）となりました。 

 なお、当社は、Sucampo Pharmaceuticals,Inc. （以下、SPI社）及び SAG社と共に、販売提携先の武田薬品工業

株式会社（以下、武田薬品）に対して契約の終了と損害賠償を求める仲裁申立てを行っておりました。この仲裁の

結果、当社とSPI社、SAG社の主張は認められず、引き続き武田薬品との契約を継続することとなりました。 
    
 ＜日本市場＞ 

 平成24年７月５日に株式会社スキャンポファーマが慢性便秘症（器質的疾患による便秘を除く）治療薬の製造販

売承認を取得しております。当社は当期中に国内での売上を見込んでおります。  
  
 ＜その他の地域＞  

 スキャンポ各社はスイスや英国においても慢性特発性便秘症治療薬として販売承認を取得しており、北米地域に

おいてはAMITIZA®カプセルの新たな適応として非癌性疼痛患者を対象としたオピオイド誘発性腸機能障害治療薬と

して、FDAに対し製造販売承認申請を行っております。当社は各地域において同社と独占的製造供給契約を締結し

ております。  
  
（医薬品開発支援サービス） 

 医薬品開発支援サービスの当第２四半期累計期間の売上高は94百万円（前年同期比155.2％増）となりました。  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）財政状態に関する定性的情報 

(資産）  

 当第２四半期会計期間末における流動資産は7,232百万円となり、前事業年度末に比べ３百万円減少いたしまし

た。これは主に棚卸資産が50百万円、現金及び預金が49百万円増加したものの、売掛金が153百万円減少したこと

によるものであります。 

 固定資産は1,577百万円となり、前事業年度末に比べ517百万円減少いたしました。これは主に投資有価証券が

551百万円減少したことによるものであります。 

 この結果、総資産は8,809百万円となり、前事業年度末に比べ520百万円減少いたしました。  

（負債） 

 当第２四半期会計期間末における流動負債は796百万円となり、前事業年度末に比べ91百万円増加いたしまし

た。これは主に未払法人税等が69百万円減少したものの、未払金が73百万円、買掛金が48百万円増加したことに

よるものであります。 

 固定負債は346百万円となり、前事業年度末に比べ183百万円減少いたしました。これは主に繰延税金負債が190

百万円減少したことによるものであります。 

 この結果、負債合計は1,142百万円となり、前事業年度末に比べ91百万円減少いたしました。  

（純資産） 

 当第２四半期会計期間末における純資産合計は7,666百万円となり、前事業年度末に比べ428百万円減少いたし

ました。これは主に四半期純利益の計上210百万円があったものの、剰余金の配当295百万円、その他有価証券評

価差額金が355百万円減少したことによるものであります。 

 この結果、自己資本比率は86.8％（前事業年度末は86.6％）となりました。 

  

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物は、前年同四半期と比べ180百万円減少し、1,859百万円とな

りました。当第２四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの概況は以下のとおりであります。  

  

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により得られた資金は、417百万円（前年同四半期比68百万円増）となりました。これは主に税引前四

半期純利益の減少及び棚卸資産の増加があったものの、法人税等の支払が減少したことによるものであります。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により使用した資金は、53百万円（同10百万円増）となりました。これは主に有形固定資産の取得によ

る支出によるものであります。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により使用した資金は、296百万円（同0百万円増）となりました。これは主に配当金の支払によるもの

であります。 

   

（３）業績予想に関する定性的情報 

  平成24年８月９日の「業績予想及び配当予想に関するお知らせ」で公表いたしました通期の業績予想から変更は

ありません。 

 なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。  

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更） 

 当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産に

つて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これによる当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。   

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,209,668 5,259,411

売掛金 469,195 315,614

製品 176,201 29,597

仕掛品 804,303 937,506

原材料及び貯蔵品 315,576 379,812

その他 260,402 310,241

流動資産合計 7,235,347 7,232,185

固定資産   

有形固定資産 421,296 424,871

無形固定資産 86,166 110,243

投資その他の資産   

投資有価証券 1,521,695 970,023

その他 65,282 72,098

投資その他の資産合計 1,586,978 1,042,121

固定資産合計 2,094,441 1,577,236

資産合計 9,329,788 8,809,422

負債の部   

流動負債   

買掛金 124,009 172,470

未払法人税等 158,238 88,945

その他 423,254 535,202

流動負債合計 705,502 796,618

固定負債   

繰延税金負債 477,177 286,202

資産除去債務 21,332 29,827

その他 30,682 30,127

固定負債合計 529,192 346,157

負債合計 1,234,695 1,142,775

純資産の部   

株主資本   

資本金 653,987 654,017

資本剰余金 593,787 593,817

利益剰余金 5,890,499 5,806,166

株主資本合計 7,138,273 7,054,001

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 944,385 589,053

評価・換算差額等合計 944,385 589,053

新株予約権 12,434 23,590

純資産合計 8,095,093 7,666,646

負債純資産合計 9,329,788 8,809,422
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

売上高   

製品売上高 1,772,923 1,783,027

ロイヤリティー収入 100,000 50,000

売上高合計 1,872,923 1,833,027

売上原価 609,253 671,565

売上総利益 1,263,669 1,161,461

販売費及び一般管理費 712,056 854,724

営業利益 551,613 306,737

営業外収益   

受取利息 2,297 2,898

受取賃貸料 5,565 4,634

保険返戻金 159 －

その他 904 1,290

営業外収益合計 8,927 8,823

営業外費用   

為替差損 13,231 13,212

その他 － 167

営業外費用合計 13,231 13,380

経常利益 547,308 302,181

特別損失   

固定資産除却損 164 6

特別損失合計 164 6

税引前四半期純利益 547,144 302,174

法人税、住民税及び事業税 165,703 84,745

法人税等調整額 28,908 6,430

法人税等合計 194,612 91,175

四半期純利益 352,531 210,998
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 547,144 302,174

減価償却費 84,134 59,049

株式報酬費用 11,547 11,217

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △32,137 －

受取利息及び受取配当金 △2,297 △2,898

為替差損益（△は益） 10,514 16,627

売上債権の増減額（△は増加） 214,641 153,580

たな卸資産の増減額（△は増加） 80,006 △50,835

前渡金の増減額（△は増加） △29,742 △25,012

前払費用の増減額（△は増加） △5,108 △6,037

仕入債務の増減額（△は減少） △116,181 48,460

未払金の増減額（△は減少） △50,312 42,612

未払費用の増減額（△は減少） △234 △1,447

前受金の増減額（△は減少） 11,066 43,603

その他 66,805 △22,826

小計 789,846 568,268

利息及び配当金の受取額 2,297 1,108

法人税等の支払額 △443,780 △152,354

営業活動によるキャッシュ・フロー 348,363 417,022

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △42,134 △43,786

無形固定資産の取得による支出 △677 △2,746

定期預金の預入による支出 △2,700,000 △1,200,000

定期預金の払戻による収入 2,700,000 1,200,000

その他 43 △6,816

投資活動によるキャッシュ・フロー △42,768 △53,348

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △294,970 △294,812

リース債務の返済による支出 △1,425 △1,635

ストックオプションの行使による収入 － 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △296,396 △296,448

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,514 △17,482

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,315 49,743

現金及び現金同等物の期首残高 2,041,343 1,809,668

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,040,028 1,859,411
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 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

 当社は、医薬品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。   

   

   

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

（７）重要な後発事項
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